
＜ＩＣキャッシュカード特約規定改定について＞ 

 
第２条 ＩＣキャッシュカードの利用 
・ＩＣチップ提供サービス → ＩＣキャッシュカードへ変更 
・ＩＣキャッシュカードの使用範囲に窓口での利用事項を追加 

改定前 改定後 

２.ＩＣキャッシュカードの利用 
ＩＣチップ提供サービスは、当行および当行がオンライン

現金自動支払機の共同利用による現金支払業務を提携し

た金融機関の当該サービスの利用が可能な現金自動預金

機(現金自動預入払出兼用機を含みます。）•現金自動支払

機•自動振込機•自動振替機(以下、「ＩＣキャッシュカード

対応ＡＴＭ」といいます。）で利用することができます。 

２.ＩＣキャッシュカードの利用 
ＩＣキャッシュカードは、当行および当行がオンライン現

金自動支払機の共同利用による現金支払業務を提携した

金融機関の当該サービスの利用が可能な現金自動預金機

(現金自動預入払出兼用機を含みます。）•現金自動支払機•

自動振込機•自動振替機 (以下、「ＩＣキャッシュカード対

応ＡＴＭ」といいます。）で利用することができます。ま

た、当行本支店の窓口にある当行所定の機器においても一

部の取引を除き、ＩＣキャッシュカードを利用することが

できます。 

 
 
第３条 指静脈認証 
・窓口でＩＣキャッシュカードを使用する場合の規定 
・代理人を削除 

改定前 改定後 

３．指静脈認証 
当行はＩＣキャッシュカード対応ＡＴＭの操作の際に使

用されたカードが、当行が本人•代理人に交付したカード

であること、および入力された暗証番号と届出の暗証番

号とがー致することを当行所定の方法により確認し、更

に認証機で読み取った指静脈情報とあらかじめＩＣチッ

プに登録された指静脈情報とが一致することを当行所定

の方法により確認のうえ預金の払い戻しを行います。 

３．指静脈認証 
（１）当行はＩＣキャッシュカード対応ＡＴＭの操作の際

に使用されたカードが、当行が本人に交付したカードであ

ること、および入力された暗証番号と届出の暗証番号とが

ー致することを当行所定の方法により確認し、更に認証機

で読み取った指静脈情報とあらかじめＩＣチップに登録

された指静脈情報とが一致することを当行所定の方法に

より確認のうえ預金の払い戻しを行います。 
（２）指静脈情報登録済のＩＣキャッシュカードが当行本

支店の窓口で当行所定の機器で使用された場合には、当行

は指静脈情報について、ＩＣチップに登録された指静脈情

報と当行所定の機器で読み取った指静脈情報において同

一性が認定され、かつ使用されたＩＣキャッシュカード

が、当行が本人に交付したカードであることを当行所定の

方法により確認のうえ、払戻し等を行います。なお、この

場合は払戻請求書等の届出書類はお客さまの必要記載事

項のご記入により押印を省略できるものとします。（預金

の払出等のお取引には当該口座の通帳が必要です） 

 



第４条  ＩＣキャッシュカード対応ＡＴＭ等の故障時の取り扱い 
・ＩＣチップ提供サービス → ＩＣキャッシュカードへ変更 

改定前 改定後 

ＩＣキャッシュカード対応ＡＴＭ等の故障時には、ＩＣチ

ップ提供サービスは利用することはできません。 
ＩＣキャッシュカード対応ＡＴＭ等の故障時には、ＩＣキ

ャッシュカードは利用することはできません。 

 
 
第５条 第１項 ＩＣチップ読取不能時の取り扱い等 
・ＩＣチップ提供サービス → ＩＣキャッシュカードへ変更 

改定前 改定後 

ＩＣチップの故障等によって、ＩＣキャッシュカード対応

ＡＴＭ等においてＩＣチップを読み取ることができなく

なった場合には、ＩＣチップ提供サービスは利用すること

はできません。この場合、当行所定の方法により、すみや

かに当行にＩＣキャッシュカードの再発行を申し出てく

ださい。 

ＩＣチップの故障等によって、ＩＣキャッシュカード対

応ＡＴＭ等においてＩＣチップを読み取ることができな

くなった場合には、ＩＣキャッシュカードは利用するこ

とはできません。この場合、当行所定の方法により、す

みやかに当行にＩＣキャッシュカードの再発行を申し出

てください。 

 
以上 


